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表 4 平成 26年度 年齢区分別ポリオウイルス中和抗体保有状況

ウイルス型別 年齢区分 検査数
中 和 抗 体 価 の 分 布 4倍以上 64倍以上

＜4 4 8 16 32 64 128 256 512≦ 例数 (％) 例数 (％)

ポリオ Ⅰ型

0～1 22 1 1 1 4 15 22 100.0 21 95.5

2～3 22 1 1 2 7 11 22 100.0 21 95.5

4～9 28 1 1 7 12 5 2 28 100.0 26 92.9

10～14 30 1 2 8 11 4 4 30 100.0 27 90.0

15～19 22 3 1 2 4 4 6 2 22 100.0 16 72.7

20～24 22 2 6 4 8 1 1 22 100.0 14 63.6

25～29 24 1 2 4 9 6 2 24 100.0 21 87.5

30～39 23 1 1 3 2 4 7 5 23 100.0 18 78.3

40以上 22 2 3 2 6 5 2 2 22 100.0 15 68.2

計 215 0 0 6 11 19 37 56 42 44 215 100.0 179 83.3

ポリオ Ⅱ型

0～1 22 1 2 2 1 7 9 22 100.0 19 86.4

2～3 22 3 2 17 22 100.0 19 86.4

4～9 28 1 1 3 3 6 14 27 96.4 26 92.9

10～14 30 1 1 1 2 4 4 17 29 96.7 27 90.0

15～19 22 1 4 3 4 4 6 21 95.5 17 77.3

20～24 22 1 1 8 5 7 21 95.5 20 90.9

25～29 24 1 1 3 6 13 24 100.0 23 85.8

30～39 23 4 2 1 1 3 2 10 19 82.6 16 69.6

40以上 22 4 1 3 3 2 4 2 3 18 81.8 11 50.0

計 215 12 1 2 8 14 14 30 38 96 203 94.4 178 82.8

ポリオ Ⅲ型

0～1 22 1 1 3 1 1 4 11 21 95.5 17 77.3

2～3 22 6 1 1 5 2 1 6 16 72.7 14 63.6

4～9 28 12 7 4 3 1 1 16 57.1 2 7.1

10～14 30 10 6 5 4 4 1 20 66.7 5 16.7

15～19 22 9 4 4 2 1 2 13 59.1 2 9.1

20～24 22 11 2 3 5 1 11 50.0 0 0.0

25～29 24 7 5 8 1 2 1 17 70.8 1 4.2

30～39 23 3 5 5 6 1 2 1 20 87.0 3 13.0

40以上 22 4 6 2 5 1 1 1 2 18 81.8 4 18.2

計 215 63 28 30 29 17 15 7 6 20 152 70.7 48 22.3

表 5 平成 26年度 インフルエンザ集団発生事例検査結果（2014/2015シーズン）

施設名 管轄保健所 検体採取年月日
ウイルス分離結果

検査数 検出数 ウイルス型

松 山 市 立 味 生 第 二 小 学 校 松山市 2014 年 11 月 17 日 9 0 -

松 前 町 立 松 前 小 学 校 中予 2014 年 11 月 18 日 8 3 AH3

伊 方 町 立 三 崎 小 学 校 八幡浜 2014 年 12 月 1 日 5 2 AH3

鬼 北 町 立 近 永 小 学 校 宇和島 2014 年 12 月 19 日 10 5 AH3

四国中央市立金生第一小学校 四国中央 2015 年 1 月 14 日 4 1 AH3

西 条 市 立 西 条 北 中 学 校 西条 2015 年 1 月 14 日 7 4 AH3

上 島 町 立 弓 削 中 学 校 今治 2015 年 1 月 20 日 5 3 AH3

平成 26年度食品の食中毒菌汚染実態調査成績

（県行政検査）

細 菌 科

本調査は，汚染食品の排除等，食中毒発生の未然防

止を図るため，流通食品の食中毒菌汚染実態を把握す

ることを目的に，厚生労働省の委託事業として実施し

ている．本県では，野菜，漬物及び食肉計 110 件の調

査を実施し，当所は食肉 24 件の検査を担当したので，

その結果を示す．

平成 26 年度食品の食中毒菌汚染実態調査実施要領

に基づき，平成 26 年 7 月に，西条，今治，中予及び八

幡浜保健所管内でそれぞれ収去された流通食肉 24 件

を対象に，大腸菌（鶏肉 4 件），サルモネラ属菌，腸

管出血性大腸菌 O157，O26，O111（大腸菌の鶏肉 4 件

を除く）及びカンピロバクター・ジェジュニ／コリ（鶏

肉のみ）の検査を行った．

大腸菌は 4 件（100.0%）全てから検出された．サル

モネラ属菌は鶏肉から 6 件（25.0%）検出され，8 件中

6 件（75.0%）と高率に検出された．分離されたサルモ

ネラ属菌の血清型は， S. Infantis （ 4 件），

S.Schwarzengrund（2 件），S.Manhattan（1 件）で，同

一検体から S. Infantis および S.Manhattan が検出された

例が 1 件あった．腸管出血性大腸菌 O157，O26 及び

O111 は 24 件全て陰性であった．カンピロバクターは

鶏肉 8 件中 7 件（87.5%）から検出され，菌種はC.jejuni
（7 件）， C.coli（1 件）で、同一検体から両菌種が検

出された例が 1 件あった。サルモネラ属菌及びカンピ

ロバクター共に鶏肉からの検出率が高く，同一検体か

ら両菌が検出された例が 5 件あった．

O157 O26 O111

牛 ミンチ（牛） 3 0 0 0 0 0 -

ミンチ（豚） 4 0 0 0 0 0 -

ミンチ（牛豚混合） 7 0 0 0 0 0 -

加熱調理用 8 4 5 0 0 0 7

ミンチ（鶏） 2 0 1 0 0 0 0

計 24 4 6 0 0 0 7
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